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序本
書
は
一
学
徒
た
る
筆
者
と
志
を
同
じ
く
す
る
諸
学
徒
の
た
め
の
書
で
あ
る
。
筆
者
は
憚
り
な
が
ら
教
師
を
名
乗
る
の
を
許
さ
れ
る
年

齢
に
達
し
た
頃
に
根
本
的
な
進
路
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
筆
者
は
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
薫
陶
を
受
け
、
現
象
学
的
方
法
に

基
づ
き
、
一
連
の
論
文
を
執
筆
し
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル
編
「
研
究
年
報
」
所
載
の
上
記
の
諸
論
考
に
よ
っ
て
筆
者
の
名
は
世
に
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
当
時
、
筆
者
は
す
で
に
哲
学
研
究
を
中
止
し
て
お
り
、
公
的
な
活
動
は
筆
者
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
キ
リ

ス
ト
と
「
教
会
」
へ
の
道
を
見
出
し
、
実
践
的
な
成
果
の
収
得
に
努
め
た
。
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
の
ド
ミ
ニ
コ
修
道
女
会
経
営
の
女
子
師
範
学

校
の
教
師
と
な
っ
た
筆
者
が
現
実
の
カ
ト
リ
ッ
ク
界
に
馴
致
さ
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
同
時
に
同
世
界
の
思
想
的
基
盤

を
知
得
せ
ん
と
の
願
望
が
速
や
か
に
自
覚
さ
れ
た
の
も
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
最
初
に
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
諸
著
を
繙
い

た
の
も
理
の
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
か
く
て
『
真
理
論
』（Q

uaestiones disputatae de veritate

）
を
独
訳
し
、
哲
学
研
究
へ
と

復
帰
す
る
道
筋
が
立
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

聖
ト
マ
ス
は
恭
順
か
つ
従
順
な
る
弟
子
を
得
た
。
が
、
弟
子
の
知
性
は
白
タ
ブ
ラ
・
ラ
ー
サ

紙
で
は
な
か
っ
た
。
消
し
様よ
う

の
な
い
極
め
て
瞭
然
た
る
刻

印
を
す
で
に
打
た
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
合
流
し
た
両
哲
学
世
界
は
対
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
必
要
に
迫
ら
れ
て
書
か
れ
た
最
初
の

論
考
が
「
フ
ッ
サ
ー
ル
記
念
論
文
集
」
所
載
の
小
論
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
と
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
哲
学）

1
（

」
で
あ
っ
た
が
、
時
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を
同
じ
く
し
て
筆
者
は
『
真
理
論）

2
（

』
の
訳
稿
と
格
闘
し
て
い
た
。
訳
了
し
、
原
稿
が
印
刷
に
付
さ
れ
た
時
、
改
め
て
両
世
界
の
対
論
が
企

図
さ
れ
た
が
、
対
論
の
基
盤
は
以
前
よ
り
も
広
が
り
と
客
観
性
を
増
し
て
い
た
。
一
九
三
一
年
、
浩
瀚
な
草
稿
が
成
っ
た
。
眼
目
は
「
現

実
態
」
と
「
可
能
態
」
の
概
念
の
論
究
に
あ
っ
た
。
標
題
も
『
現
実
態
と
可
能
態
』
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
当
初
よ
り
す
で
に
全
面
改

稿
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
が
、
別
種
の
用
務
の
た
め
に
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

跣
足
カ
ル
メ
ル
修
道
女
会
へ
の
入
会
を
許
可
さ
れ
、
修
練
期
を
終
え
た
後の
ち

、
昨
年
〔
一
九
三
五
〕、
筆
者
は
旧
草
稿
を
印
刷
に
付
す
べ

く
整
理
せ
よ
と
の
長
上
方
の
指
示
を
受
け
た
。
旧
稿
は
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
た
。
活
か
さ
れ
た
の
は
ご
く
一
部
（
第
一
部
の
冒
頭
部
分
）

に
止と
ど

ま
る
。
残
存
す
る
の
は
ト
マ
ス
の
「
現
実
態
‐
可
能
態
」
論
の
出
だ
し
で
あ
る
。
が
、
飽
く
ま
で
も
出
だ
し
の
み
に
止
ま
る
。
中
核

に
据
わ
る
の
は
存
在
論

0

0

0

で
あ
る
。
ト
マ
ス
思
想
と
現
象
学
的
思
考
と
の
対
比
は
、
存
在
論
に
関
す
る
実
質
的
な
論
述
に
付
帯
す
る
。
一
方

で
存
在
の
意
味
を
探
求
し
、
他
方
で
中
世
思
想
と
最
新
思
想
と
の
融
合
を
図
る
の
は
筆
者
一
己
の
関
心
事
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
者

の
生
き
方
を
支
配
し
か
つ
大
方
の
者
に
内
的
必
要
性
を
痛
感
せ
し
め
る
事
案
で
あ
る
。
筆
者
の
試
み
に
は
至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
は
い

え
、
裨
益
す
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。
至
ら
ぬ
点
に
つ
い
て
は
十
分
に
自
覚
し
て
い
る
。
筆
者
は
ス
コ
ラ
哲
学
の

新
参
者
で
あ
り
、
知
識
の
不
足
は
徐
々
に
個
別
的
に
修
得
せ
ん
と
努
め
る
他
は
な
い
。
因
っ
て
論
題
の
歴
史
的
展
望
な
ど
は
思
い
も
寄
ら

ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
存
の
解
答
を
継
承
す
れ
ば
、
先
ず
は
実
質
的
な
論
究
の
端
緒
は
開
か
れ
よ
う
。
更
な
る
実
質
的
な
明
知
へ
の
道
も

開
か
れ
よ
う
。
由
来
、
人
間
の
思
考
回
路
は
徒
手
空
拳
で
済
ま
さ
れ
る
ほ
ど
の
完
成
度
に
達
し
て
は
い
な
い
。
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

い
。
既
存
の
解
答
を
継
承
す
る
の
は
過
去
の
思
想
家
等
の
脈
動
に
触
れ
る
方
法
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
方
法
は
、
お
よ
そ
真
摯
な
真
理

探
究
者
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
時
代
を
越
え
民
族
と
学
派
の
壁
を
越
え
る
と
の
認
識
に
至
る
道
で
も
あ
る
。
筆
者
の
試
み
も
、
か
か
る
哲

学
的
か
つ
神
学
的
な
生
け
る
思
考
へ
の
活
路
を
開
く
の
に
幾
分
な
り
と
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
徒
労
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。イ

エ
ズ
ス
会
士
エ
ー
リ
ヒ
・
プ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
神
父
の
『
存
在
者
の
類
比
』（Analogia entis

）
と
拙
著
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
向
き

も
多
か
ろ
う）

3
（

。
同
一
論
題
に
関
す
る
論
述
が
散
見
す
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
プ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
神
父
も
同
著
の
序
文
で
、
ト
マ
ス
と
フ
ッ
サ

ー
ル
と
を
対
比
し
た
筆
者
の
最
初
の
論
考
が
同
神
父
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
。
拙
著
の
初
稿
と
『
存
在
者
の
類
比
』

の
決
定
稿
は
同
じ
頃
に
成
立
し
た
が
、
筆
者
は
同
著
の
初
期
草
稿
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
、
一
九
二
五
―
一
九
三
一
年
頃
を
中
心
に
活
潑
な
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意
見
交
換
を
行
っ
た
。
両
者
は
各
々
問
題
提
起
に
関
し
て
そ
こ
か
ら
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
。（
の
み
な
ら
ず
意
見
交
換
は
筆
者
に
と

っ
て
哲
学
研
究
を
再
開
す
る
た
め
の
強
い
刺
戟
と
な
っ
た
）。
具
体
的
に
言
え
ば
、『
存
在
者
の
類
比
』
第
一
巻
（
既
刊
）
は
本
書
で
着
手

さ
れ
た
論
究
の
た
め
の
体
系
的
゠
批
判
的
な
予
備
的
考
察
で
あ
り
、
Ｅ
・
プ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
神
父
は
同
著
第
二
巻
で
同
問
題
（
意
識
‐
存
在

‐
世
界
）
を
論
じ
る
予
定
を
立
て
て
い
た）

4
（

。
が
、
論
述
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
何
故
か
。
類
比
は
全
存
在
者
を
支
配

す
る
基
本
法
則
と
し
て
提
示
さ
れ
る
が
故
に
論
法
の
決
定
的
要
因
で
も
あ
る
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。
が
、
他
方
、
存
在
者
に
関
す
る

客
観
的
研
究
は
存
在
の
意
味
に
基
づ
き
同
基
本
法
則
の
発
見
へ
と
論
者
を
導
く
か
ら
で
あ
る
。
本
書
で
実
践
さ
れ
る
探
求
は
問
題
提
起
の

包
括
性
の
点
で
『
存
在
者
の
類
比
』
第
一
巻
に
は
及
ば
な
い
。
意
識
は
存
在
者
に
至
る
通
路
に
し
て
特
種
の
存
在
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る

が
、
意
識
と
客
観
世
界
と
の
相
互
関
係
性
に
関
す
る
根
本
的
な
論
究
は
本
書
に
は
な
い
。
客
観
世
界
の
構
造
に
対
応
す
る
意
識
構
造
に
関

す
る
論
究
も
ま
た
然
り）

5
（

。
知
解
性
も
ま
た
専
ら
特
種
の
存
在
者
と
し
て
導
入
さ
れ
、
存
在
者
と
そ
の
概
念
的
把
捉
と
の
相
互
関
係
性
に
関

す
る
考
察
も
ま
た
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
元
々
包
括
的
に
論
ず
べ
き
基
本
的
題
目
で
は
な
い
。
論
題
を
意
識
的
に
限
定
し
た
か

ら
で
あ
る
。
哲
学
体
系
な
ら
ぬ
存
在
論
の
概
略
を
示
す
の
が
本
書
の
眼
目
で
あ
る
。
存
在
論
が
存
在
論
と
し
て
単
独
に
考
察
さ
れ
た
と
の

事
実

0

0

は
無
論
「
意
識
を
構
成
す
る
諸
形
態
」
論
と
存
在
論
と
の
関
係
の
把
捉
を
前
提
と
し
、
加
え
て
完
成
さ
れ
た
認
識
論
・
科
学
論
に
の

み
十
全
に
基
礎
を
置
く
論
理
学
と
存
在
論
と
の
関
係
の
把
捉
を
前
提
と
す
る
。

本
書
に
お
い
て
実
践
さ
れ
る
論
法
と
『
存
在
者
の
類
比
』
第
一
巻
で
必
要
と
判
断
さ
れ
た
論
法
と
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
に
お
い
て
、

「
内
歴
史
的
」（innergeschichtlich

）
思
考
が
、「
超
歴
史
的
真
理
」
を
求
め
る
努
力
に
対
し
て
一
籌
を
輸
す
る）

6
（

の
は
確
か
で
あ
る
。
が
、

筆
者
の
採
っ
た
方
法
を
正
当
化
す
る
の
は
他
な
ら
ぬ
Ｅ
・
プ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
神
父
の
所
謂
「
被
造
物
的
思
考）

7
（

」
で
あ
る
。
科
学
的
方
法
も
ま

た
十
人
十
色
で
あ
る
。
各
論
者
が
己
れ
の
限
ら
れ
た
天
稟
に
従
っ
て
挙
げ
る
業
績
を
付
き
合
わ
せ
て
相
互
に
補
完
す
れ
ば
「
超
歴
史
的
真

理
」
ま
で
の
距
離
も
縮
ま
る
の
で
あ
る
。
各
人
の
能
力
に
偏
り
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
の

0

0

0

哲
学
者
は
「
問
題
」
に
接
近
す
る
の

に
既
定
の
概
念
的
把
捉
を
以
て
す
る
。
歴
史
的
脈
絡
を
「
理
解
」
し
発
見
す
る
の
が
同
哲
学
者
の
強
み
で
あ
る
。
他
方
の

0

0

0

哲
学
者
は
独
自

の
認
識
方
法
を
用
い
て
直じ
か

に
問
題
を
探
求
し
、
専
ら
自
力
で
収
め
る
成
果
に
基
づ
い
て
他
者
の
知
的
業
績
を
理
解
す
る
。
前
者
は
（
大
学

者
で
あ
れ
慎
ま
し
い
職
人
的
学
者
で
あ
れ
）
精
神
史
家
が
挙こ
ぞ

っ
て
探
求
す
る
「
前
史
」
を
前
提
と
す
る
。
天
性
の
現
象
学
者
は
す
べ
て
第

二
の
部
類
に
入
る
。『
存
在
者
の
類
比
』
第
一
巻
は
特
定
の
諸
問
題
に
関
し
て
す
で
に
本
書
を
補
完
す
る
役
を
果
た
し
た
が
、
同
第
二
巻
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が
公
刊
さ
れ
れ
ば
、
本
書
の
所
論
も
同
書
の
広
範
な
「
内
歴
史
性
」
に
よ
っ
て
実
質
的
に
補
完
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

Ｅ
・
プ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
神
父
と
筆
者
は
創
造
主
と
被
造
物
と
の
関
係
の
解
釈
に
関
し
て
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
哲
学
と
神
学
と
の
関

係
の
解
釈
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
後
者
の
解
釈
に
関
し
て
は
後
に
若
干
の
補
足
的
考
察
を
提
示
す
る）

8
（

。
ま
た
両
名
は
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
に
対
す
る
見
解
を
同
じ
く
す
る
。「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
立
場
を
認
め
ず
、
双
方
を
正
当
化
す
る
解
答
を
探
求

す
る
。
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
聖
ト
マ
ス
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

本
書
の
少
な
か
ら
ぬ
結
論
を
見
て
疑
問
を
呈
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
著
者
が
プ
ラ
ト
ン
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト

ゥ
ス
の
後
に
続
か
ず
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ト
マ
ス
の
列
に
加
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
筆
者
は
他
な
ら

ぬ
ト
マ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
出
発
点
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
具
体
的
な
探
求
も
一
定
の
目
標
に
達
し
た
が
、
別
の
観
点
に
立

つ
な
ら
ば
、
仕
事
は
更
に
速
く
更
に
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
己
れ
の
辿
っ
た
道
を
後
日
否
定
す
る
た
め

の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
筆
者
が
己
れ
の
方
法
故
に
超
克
を
迫
ら
れ
た
障
碍
や
困
難
に
も
他
者
を
利
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
現
代
の
形
而
上
学
の
基
盤
形
成
に
資
す
る
最
重
要
な
試
み
と
本
書
と
の
関
連
性
に
関
し
て
更
に
一
言
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
実
存
哲
学
」
で
あ
る
。
他
方
は
、
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
コ
ン
ラ
ー
ト
゠
マ
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
諸
著
が

提
示
す
る
「
存
在
論
」
で
あ
る
。
一
方
は
他
方
の
対
極
に
位
置
す
る
。
筆
者
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
フ
ッ
サ
ー
ル
の
助
手
を
務
め
て
い

た
時
分
〔
一
九
一
六
―
一
九
一
八
〕、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
現
象
学
に
接
近
し
た
。
そ
れ
が
機
縁
で
面
識
を
得
た
両
者
の
間
に
、
具
体
的
な
接

触
が
は
じ
ま
っ
た
。
が
、
両
者
は
生
活
空
間
を
異
に
し
、
進
路
を
違た
が

え
、
た
め
に
交
流
も
や
が
て
中
断
し
た
。
筆
者
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

『
存
在
と
時
間
』
を
出
版
直
後
に
読
ん
だ
。
同
書
は
筆
者
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
が
、
当
時
は
実
質
的
な
議
論
を
戦
わ
す
に
至
ら
な
か

っ
た
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
大
著
を
初
め
て
耽
読
し
て
か
ら
久
し
く
な
る
が
、
本
書
の
執
筆
中
、
当
時
の
記
憶
が
図
ら
ず
も
蘇
っ
た
。
が
、
存
在
の

意
味
の
把
捉
に
関
し
て
、
双
方
の
隔
た
り
は
甚
だ
し
く
、
た
め
に
筆
者
は
本
書
の
脱
稿
後
、
改
め
て
両
者
を
対
比
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
哲
学
に
関
し
て
補
説
を
付
し
た
所
以
で
あ
る
。

今
は
昔
、
筆
者
は
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
コ
ン
ラ
ー
ト
゠
マ
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
傍
ら
で
生
活
す
る
機
会
を
得
た
。
両
者
に
と
っ
て
決
定
的
な
時

期
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
そ
こ
か
ら
己
れ
の
進
路
を
決
定
す
る
よ
う
な
刺
戟
を
受
け
た
。
本
書
に
は
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
コ
ン
ラ
ー
ト
゠
マ
ル



23  　序

テ
ィ
ウ
ス
の
諸
著
の
影
響
が
散
見
す
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
の
完
成
に
寄
与
さ
れ
た
各
位
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

一
九
三
六
年
九
月
一
日
、
ケ
ル
ン
、
リ
ン
デ
ン
タ
ー
ル
に
て 

著
者
識


